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1 はじめに
近年，モバイル端末やウェアラブル端末などのバッテ

リ小型化と駆動時間の延長を目的とした無線電力伝送の
利用が注目されている.

本稿では，形状変化や衣服との一体化を想定した導電
性繊維を用いた無線電力伝送用アンテナの刺繍条件とア
ンテナ変形に伴う伝送特性変化の把握を目的とし，その
第一段階として刺繍形成した導電性繊維アンテナの試作
と測定を行った.

2 検討モデルと評価内容
アンテナの基本構成を図 1 に示す. 文献 [1] を参考に

導電性繊維を使用し，ヘリカル半径 r = 150 mm，素子
幅 w = 3 mm，ピッチ p = 5 mm，巻き数 n = 5turn

としてヘリカルアンテナを作製した. 作製アンテナの写
真を図 2 に示す.

測定の際は，試作アンテナ間の伝送距離 g を 100 mm

から 250 mm まで 50 mm 毎，軸ずれ d を 0 mm から
200 mm まで 100 mm 毎に変更し測定を行った.

3 測定結果
図 3 は伝送距離を変更した際の測定結果であり，伝送

距離が 100 mm において最大伝送効率は 50%以上とな
る結果が得られた. また，伝送距離が 150 mm 以上とな
る場合，50 mm 毎に約 10%の効率低下が発生する.

図 4 に伝送距離を 150 mm とし，軸ずれ値を変更し
た際の測定結果を示す. 軸ずれが 0 mmの場合と比べ，
100 mm では約 5%，200 mm では約 20%効率が低下す
る結果が得られた.

4 まとめ
本報告では，刺繍形成したアンテナを用いて無線電力

伝送を行い伝送効率の評価を行った. その結果，伝送効
率は最大で 50%を超える結果が得られ，アンテナ間伝送
距離や軸ずれなどの送 · 受電アンテナの相互位置変動が
伝送効率に与える影響についてを評価した.
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図 1 アンテナの基本構成

図 2 導電性繊維で構成したアンテナ

図 3 各伝送距離に対する伝送効率の測定結果

図 4 各軸ずれに対する伝送効率の測定結果
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